






1 はじめに 

新生児医療の進歩した最近においても,新生児化膿性髄膜炎は予防,診断,治療,予後の面で

多くの問題を有している。 

我々は4年前に本疾患における比較的短期予後調査を行い,42例中,生存例で異常を認めな

いもの 14 例,生存例で何らかの異常を合併したもの13 例,死亡例 15 と,おおよそ 1/3 が死

亡,1/3 が後遺症を残して生存,1/3 が後遺症なき生存と判定した。今回これらの症例に関し

再度予後を確認するため,長期予後の再調査を試みた｡ 


